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２
０
１
２
年
度
「
前
期
」

海
外
研
修
・
国
際
交
流
奨
励

制
度
に
よ
る
奨
励
生
が
決
ま

っ
た
（
個
人
６
・
団
体
１
）

∥
写
真
。
氏
名
・
テ
ー
マ
・

渡
航
先
は
次
の
と
お
り
∥
敬

称
略
。

▽
佐
藤
未
来
（
経
済
３
）
∥

青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動
を

通
じ
て
見
る
国
際
協
力
の
視

察
（
ザ
ン
ビ
ア
共
和
国
）

▽
平
澤
輔
（
法
３
）
∥
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
教
育
支
援
―
日
本

と
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
文

通
事
業
―
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）

▽
村
上
裕
代
（
文
３
）
∥
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
と
主
に
ド
イ
ツ
に

学
ぶ
エ
コ
意
識
（
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
）

▽
谷
藤
里
菜
（
人
間
科
学

３
）
∥
教
育
貧
国
と
呼
ば
れ

る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
日
本

環
境
比
較
（
ベ
ト
ナ
ム
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
）

▽
田
中
久
姫
子
（
人
間
科
学

２
）
∥
タ
イ
の
小
学
校
で
の

日
本
語
支
援
（
タ
イ
）

▽
百
武
美
由
紀
（
人
間
科
学

２
）
∥
環
境
・
資
源
・
貧
困

の
問
題
に
対
す
る
現
地
訪
問

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

▽
森
住
衿
子
・
寺
島
浩
美
・

酒
井
佳
樹
・
橋
本
直
幸
（
人

間
科
学
２
）
∥
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
子
供
に
遠
足
を
教
え
る
教

育
支
援
（
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
）

学
生
部
で
は
、
学
生
の
持

つ
幅
広
い
能
力
と
個
性
に
期

待
し
、
全
学
生
を
対
象
と
し

た
「
２
０
１
２
年
度
懸
賞
論

文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
開
催
す
る
。
「
懸
賞

論
文
部
門
（
自
由
課
題
）
」

と
「
文
芸
作
品
部
門
（
小
説

等
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
」
で

作
品
を
募
集
。
な
お
、
入
賞

作
品
は
印
刷
・
製
本
し
、
配

布
す
る
予
定
。

▽
提
出
期
間
∥
９
月
２１
日

（
金
）
～
２７
日
（
木
）

▽
提
出
先
∥
学
生
生
活
課

（
生
田
・
神
田
）、二
部
事
務
課

▽
発
表
∥
１１
月
中
旬

▽
表
彰
∥
鳳
賞
（
各
１
点
）

２０
万
円
、
柘
植
光
彦
文
学
賞

（
各
１
点
）
１０
万
円
、
優
秀

賞
（
各
数
点
）
５
万
円
、
佳

作
（
各
数
点
）
２
万
円
、
努

力
賞
（
入
賞
者
以
外
の
応
募

者
全
員
）
図
書
券

※
長
年
に
わ
た
り
同
コ
ン
ク

ー
ル
に
尽
力
し
昨
年
亡
く
な

ら
れ
た
柘
植
光
彦
名
誉
教
授

（
元
文
学
部
教
授
）の
功
績
を

た
た
え
、今
年
度
か
ら「
柘
植

光
彦
文
学
賞
」が
設
置
さ
れ
た
。


学
生
生
活
課
☎
０
４
４

（
９
１
１
）
１
２
６
７

主
に
夏
期
休
暇
中
に
海
外
留
学
や
研
修
を
す

る
学
生
た
ち
を
対
象
に
渡
航
に
あ
た
っ
て
の
注

意
や
心
得
を
伝
え
る
「
海
外
安
全
セ
ミ
ナ
ー
」

が
７
月
２１
日
、生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、学

生
・
教
職
員
１
１
５
人
が
聴
講
し
た
∥
写
真
。

講
師
は
服
部
誠
・
海
外
留
学
生
安
全
対
策
協

議
会
理
事
が
務
め
、
日
本
と
現
地
で
の
生
活
・

文
化
・
犯
罪
率
な
ど
の
違
い
を
挙
げ
、
海
外
生

活
で
の
安
全
・
危
機
意
識
の
啓
蒙
を
図
る
と
と

も
に
、
事
故
発
生
を
予
防
す
る
た
め
の
心
得
を

紹
介
し
た
。

●
専
修
大
学
松
戸
高
校

「
副
学
長
講
演
会
＆

見
学
会
」

６
月
２
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
１
年
生
全
生
徒
を
対

象
と
し
た
「
副
学
長
講
演
会

＆
見
学
会
」
が
行
わ
れ
、
４

５
２
人
が
参
加
し
た
。

「
普
遍
的
な
こ
と
を
幅
広

く
学
ぶ
大
学
生
活
を
理
解
し

た
う
え
で
、
今
後
の
充
実
し

た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
し
た
室
井
義

雄
副
学
長
の
講
演
、
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
の
後
、
同
校
出
身

の
飯
田
巧
さ
ん
（
商
４
）
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

●
専
修
大
学
松
戸
高
校

「
松
戸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

６
月
３０
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
２
年
生
・
文
系
生
徒

を
対
象
と
し
た
「
松
戸
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
、

２
８
２
人
が
参
加
し
た
。

学
部
教
員
に
よ
る
学
部
・

学
科
説
明
の
後
、
付
属
高
校

出
身
者
で
組
織
す
る
「
Ｈ
ｉ

・
Ｙ
ｏ
・
Ｃ
ｏ
の
会
」
学
生

の
大
学
理
解
企
画
の
プ
レ
ゼ

ン
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
昼

食
の
時
間
を
利
用
し
て
高
校

教
員
と
大
学
教
員
と
の
交
流

会
も
行
わ
れ
た
。

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
高
大
連
携
協
定
校
、
付

属
高
校
と
の
連
携
活
動
が
行
わ
れ
た
。

●
神
奈
川
県
立
座
間
総

合
高
校

留
学
生
と
の

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

神
奈
川
県
立
座
間
総
合
高

校
の
在
県
外
国
籍
生
徒
と
本

学
留
学
生
と
の
ラ
ン
チ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
７
月
１７
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
。中

国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
イ
ラ
ン
国
籍
７
人

の
生
徒
が
参
加
。
韓
国
、
中

国
か
ら
の
本
学
留
学
生
５
人

と
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
な
が
ら

交
流
を
行
っ
た
。

●
都
立
大
田
桜
台
高
校

「
一
日
体
験
入
学
」

７
月
１８
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
２
年
生
を
対
象
と
し

た
「
一
日
体
験
入
学
」
が
行

わ
れ
、
生
徒
２
０
２
人
が
参

加
し
た
。

吉
田
雅
明
経
済
学
部
教
授

に
よ
る
模
擬
授
業
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

是
か
非
か

教
科
書
で
考
え

る
・
教
科
書
か
ら
考
え
る
」

の
後
、「
Ｈ
ｉ
・
Ｙ
ｏ
・
Ｃ
ｏ

の
会
」
学
生
の
引
率
で
キ
ャ

ン
パ
ス
見
学
が
行
わ
れ
た
。

●
神
奈
川
県
立
荏
田
高

校「
一
日
体
験
入
学
」

７
月
２０
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
２
年
生
を
対
象
と
し

た
「
一
日
体
験
入
学
」
が
行

わ
れ
、
８１
人
が
参
加
し
た
。

嶺
井
正
也
経
営
学
部
教
授

に
よ
る
模
擬
授
業
「
ど
こ
ま

で
一
緒
に
学
ぶ
べ
き
か
‥
ド

イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
日
本
の

学
校
」
の
後
、
「
Ｈ
ｉ
・
Ｙ

ｏ
・
Ｃ
ｏ
の
会
」
学
生
の
引

率
で
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
が
行

わ
れ
た
。

●
司
書
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

大
学
図
書
館
業
務
の
就
業

体
験
「
司
書
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
」
が
７
月
２５
、
２６
の
両

日
、
生
田
図
書
館
本
館
で
行

わ
れ
た
。

２５
日
に
は
神
奈
川
県
立
神

奈
川
総
合
高
、
麻
生
高
、
荏

田
高
、都
立
大
田
桜
台
高
が
、

２６
日
に
は
神
奈
川
県
立
座
間

総
合
高
か
ら
１２
人
が
参
加

し
、
受
け
入
れ
整
理
業
務
、

配
架
点
検
業
務
、
カ
ウ
ン
タ

ー
業
務
な
ど
に
つ
い
て
学
ん

だ
ほ
か
、
同
図
書
館
内
を
見

学
し
た
。

第
７
回
朝
日
ア
マ
チ
ュ
ア

囲
碁
名
人
戦
全
国
大
会

渡
辺
さ

ん

が

２
年
連
続
出
場

第
７
回
朝
日
ア
マ
チ
ュ
ア

囲
碁
名
人
戦
全
国
大
会
（
朝

日
新
聞
社
、
日
本
棋
院
主

催
）
が
７
月
１５
、
１６
の
両

日
、
東
京
都
の
日
本
棋
院
会

館
で
開
催
さ
れ
、
囲
碁
部
の

渡
辺
達
也
さ
ん
（
二
部
法

４
）
が
出
場
し
た
。

同
大
会
は
地
方
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
４９
人
と
招
待
選
手

９
人
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
。渡

辺
さ
ん
は
昨
年
に
続

き
、
千
葉
県
大
会
（
５
月
１３

日
、
千
葉
市
・
囲
碁
サ
ロ
ン

千
葉
中
央
）
で
優
勝
。
県
代

表
と
し
て
２
年
連
続
３
度
目

の
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し

た
が
、
惜
し
く
も
初
戦
で
敗

退
し
た
。

学
生
部
セ
ミ
ナ
ー
「
ベ
ト
ナ

ム
へ
行
こ
う
！
」

ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
・
歴
史

に
触
れ
、
語
学
研
修
を
行
う

学
生
部
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
程
∥
３
月
３
日
（
日
）

～
１２
日
（
火
）
▽
研
修
先
∥

ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ

人
文
社
会
科
学
大
学
▽
対
象

∥
全
学
年
全
学
科
（
一
部
）

▽
定
員
∥
２０
人
▽
費
用
（
滞

在
費
、
渡
航
費
、
保
険
等
）

∥
１１
～
１３
万
円
（
予
定
）

※
１１
月
９
日
（
金
）
に
選
考

試
験
を
実
施
。
選
考
方
法
は

書
類
・
面
接
。

手
話
講
座

▽
日
程
∥
９
月
２５
日
～
１１
月

２７
日
（
１０
月
３０
日
を
除
く
毎

週
火
曜
日
、
全
９
回
）
▽
時

間
∥
１６
時
３０
分
～
１８
時
▽
場

所
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
▽
定

員
∥
１５
人
（
先
着
順
）

※
受
講
料
無
料
。
募
集
締
切

は
９
月
２４
日
（
月
）

点
字
講
習
会

▽
日
程
∥
１１
月
８
日
～
２９
日

（
毎
週
木
曜
日
、
全
４
回
）

▽
時
間
∥
１６
時
３０
分
～
１８
時

▽
場
所
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

▽
定
員
∥
１５
人
（
先
着
順
）

※
受
講
料
無
料
。
募
集
締
切

は
１１
月
６
日
（
火
）


学
生
生
活
課
☎
０
４
４

（
９
１
１
）
１
２
６
７

「
ネ
イ
パ
ー
ビ
ル
の
奇

跡
」
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
ネ
イ
パ
ー
ビ
ル
は
ア

メ
リ
カ
の
イ
リ
ノ
イ
州
に

あ
る
約
１５
万
人
程
度
の
人

口
の
街
。
１
９
９
０
年
代

に
起
こ
っ
た
こ
の
街
で
の

奇
跡
の
お
話
で
す
。

ネ
イ
パ
ー
ビ
ル

に
あ
る
公
立
の
セ

ン
ト
ラ
ル
高
校
。

高
校
で
は
、
生
徒

の
肥
満
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
し

た
。
食
生
活
の
指

導
を
し
て
も
一
向

に
減
ら
な
い
肥
満

率
。
そ
こ
で
同
校

で
は
、
授
業
と
し
て
運
動

を
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。０
時
間
目
を
設
定
し
、

そ
こ
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
１０

分
間
す
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ

は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
走
っ

て
い
い
こ
と
に
し
ま
し

た
。
少
し
で
も
肥
満
の
改

善
に
つ
な
が
れ
ば
と
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
驚
く
べ
き

奇
跡
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。

ま
ず
は
生
徒
の
肥
満
率

が
み
る
み
る
低
下
し
ま
し

た
。
州
の
１０
～
１７
歳
の
肥

満
率
が
３４
・
９
％
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
セ
ン
ト
ラ

ル
高
校
は
９
％
ま
で
低
下

し
ま
し
た
。
驚
い
た
の

は
、
そ
れ
と
同
時
に
生
徒

の
学
力
が
向
上
し
始
め
た

の
で
す
。
そ
の
成
績
は
つ

い
に
１
９
９
９
年
の
国
際

数
学
・
理
科
教
育
動
向
調

査
で
、
理
科
が
世
界
１

位
、
数
学
は
世
界
６
位
の

成
績
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
奇
跡
の
理
由
が
、

近
年
の
脳
科
学
の
発
達
で

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
脳
神
経

は
再
生
し
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
日
常

的

に

新

生

し

て

い

く

（E
r
i
k
s
s
o
n
,
1
9
9
9

）

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

ま
た
こ
の
新
生
は
運
動
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る

（P
r
a
a
g
,
1
9
9
9

）
こ

と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
１０
分
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
で
脳
神
経
が
新
生

し
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

授
業
が
行
わ
れ
る
こ
と

で
、
効
率
よ
く
学
習
で
き

た
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

運
動
に
よ
っ
て
脳
の
ス

ト
レ
ス
耐
性
が
向
上
す
る

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

運
動
が
私
た
ち
の
脳
を
変

え
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

（
学
生
部
）

１２年度前期海外研修・
国際交流奨励生決まる

高
大
連
携
活
動

活
発
に

高
大
連
携
活
動

活
発
に

運動で脳を変えよう！

海外留学・研修のための

「海外安全セミナー」開催

懸
賞
論
文
・
文
芸
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
学生部
主 催

（商１）
ガルバニー

▲ 昨年の作品集

（１０）２０１２年（平成２４年）８月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５０３号


